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（１）酸性凝灰岩とは 

 まず、岩石の定義について述べます。凝灰岩は「堆積岩」と呼ばれる岩石グループの一

つであり、火山噴出物が堆積してできた岩石です。以下のような特徴・区分があります。 

 

    

 

 

 

図-1 岩石（堆積岩）の分類 1) 

酸性凝灰岩とはどのような岩石を指すのですか？そもそもどんな

もので、土木的な問題が想定されるのですか？ 

凝灰岩は堆積岩の一種で、火山から噴出した礫や火山灰が堆積し、

固化した岩石です。また「酸性」とは、一般的な酸・アルカリのこ

とではなく、シリカ（SiO2）含有量が約 66%より多い岩石のこと

を指します。 

酸性凝灰岩は中国地方に広く分布しますが、熱水変質作用や火山陥

没による劣化を受けていることが多く、トンネル工事などで問題と

なることがあります。 

・水成砕屑岩 （泥岩、頁岩、砂岩、礫岩など） 

・火山砕屑岩 （凝灰岩、火山礫凝灰岩、角礫凝灰岩など） 

・化学的堆積岩（石灰岩など） 

堆 積 岩 
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写真-1 凝灰岩の一つ、凝灰角礫岩（横約 12cm） 島根県浜田市内で採取

写真-2 火山礫を多く含む凝灰岩の露頭（島根県江津市）
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また、火山の周辺では火山噴出物が堆積した凝灰岩を生成する一方、水の浸食・運搬で

運ばれて砂岩や泥岩などの水成砕屑岩も同時に生成することも多く、実際の地層を見ると

凝灰岩と砂岩や泥岩、場合によっては溶岩層も折り重なっていることがあります。このた

め、それら一連の地層を凝灰岩「類」として表現されることが多いです。 

中国地方にはこれら凝灰岩類が広く分布します（図-3）。 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

図-2 火山砕屑岩と水成砕屑岩 

 

 

図-3 中国地方の凝灰岩類分布域 2)より抜粋・加筆 

（赤で示した地域には酸性凝灰岩が多く分布する）  

火山砕屑岩（＝凝灰岩） 

火山噴出部が地表に堆積し

た地層からなる岩石。 

水成砕屑岩 

上流からの水の浸食・運搬で運ばれ、河川

や湖に堆積した地層からなる岩石。このう

ち、上流にあった火山砕屑岩（＝凝灰岩）

が運ばれてできた水成砕屑岩は“凝灰質砂

岩”“凝灰質泥岩”などと呼ぶ。 
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２）土木地質における問題 

酸性凝灰岩類の分布地域では、図-4 に示すような火山陥没がかつて発生していることが

あります。そのような火山陥没が起きた地質体を「コールドロン」と呼びます。このよう

な地域では、火山噴出に伴う地盤陥没や熱水変質がかつて発生し、岩石が破砕されたり化

学的に変質したりして劣化していることが多いです。写真-3 は熱水が割れ目沿いを通って

網目状に岩盤劣化している様子で、岩盤が劣化して土砂状となっているのが分かります。 

そのような劣化を受けた地域でトンネルを掘削する場合、地層に亀裂が発達していたり

熱水変質による岩盤軟質化が認められ、切羽での押し出しやはく落が起きることが多いで

す。当該地層分布地のトンネル施工では、支保パターンの 1～2ランクダウンや切羽崩落な

どが発生し、亀裂発達や岩盤軟質化が施工に影響を及ぼした例が数多く確認されています
3)。 

 

   

図-4 火山陥没の模式図 4)より抜粋・加筆 
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写真-3 凝灰岩露頭における熱水変質脈沿いの劣化（広島県三次市） 
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